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⼤項⽬ ⼩項⽬ 評価の基準 ⾃⼰点検評価 ⾃⼰評価

Ⅰ．教育理念・⽬的・⽬標 ①教育理念、⽬的及び⽬標の設定
教育理念等を踏まえ、学校としての⽬的及び⽬標を明確に設定し、養成する⼈
材像を明確にしていること。

●教育の特⾊
⽣徒が主体的に学べる教育カリキュラムの編成に取り組み、すべての⽣徒に⾃分の中にあるかけがえのない宝物を
発⾒してもらい、それらを発展させる「Precious Treasure 教育」を推進している。
●教育理念
「感動の教育」… 感動は⼈⽣を開く。感動が⾏動を起こし、⾏動が⼈⽣を変える。
「品格の教育」… 知識・技術・⼈格・礼節を兼ね備えた、品格ある⼈間の育成。
「変⾰の教育」… 変⾰（Change）・挑戦（Challenge）・達成（Complete）

2

①教育課程の編成と授業科⽬
学校の⽬的・⽬標及び養成する⼈材像を実現するために必要な教育課程編成・
実施⽅針を作成した上で、教育課程を体系的に編成し、系統性・段階性に配慮
し授業科⽬を配置していること。

●教育課程
・カリキュラムの特⾊化と適切性
エンターテインメント業界で活躍できる⼈材として技術を磨くとともに、社会⼈として必要な基礎⼒を涵養し、育
成を⽬指している。
・教育システム全体の⼯夫と充実
1年次に必修として各ジャンルの基礎的能⼒を⾝に付け、⽣徒の習熟度を測りながら、２年次より選択授業を導⼊
し、各⽣徒が⾃分に合った時間割を組めるよう、柔軟に対応。各種学校⾏事、外部講師による⼀般教養科⽬などを
取り⼊れ、社会との関わりに触れる機会を提供している。

2

②教育の実施
授業科⽬内容に応じ、講義、演習、実験、実習⼜は実技など、適切な授業形態
で教育が実施され、かつ、適切な教材が⽤いられるとともに、成績評価基準に
基き成績評価を⾏っていること。

●教育の⽬標と重点
⽬標① エンターテインメント業界に要望されるプロフェッショナルの養成
・実技教科の充実（演技系9教科、ダンス系8教科、⾳楽系8教科）
⽬標② 芸術表現・創造を通じて⼈間理解を深め⼈格形成を培う
芸術鑑賞及び学校⾏事の充実
・新⼊⽣部活紹介
・芸術鑑賞 ホリプロ『未来少年コナン』、劇団四季『アナと雪の⼥王』、梅⽥芸術劇場『SIX』
・⽇芸体育祭・修学旅⾏「沖縄⽂化学習及び平和学習」（2年⽣）
・校外学習「東京ディズニーシー」
・⽂化発表展、卒業感謝祭の実施
・卒業校外学習「東京ディズニーランド」
⽬標③ ⽬指す社会において⾃⽴のために必要な⼈格と礼節と共に、基礎的な教養や⽣活⼒を⾝につける。
・現代の国語、国語表現、英語コミュニケーション、英語表現、歴史総合、公共、時事問題、美術、韓国語、⼀般
教養などの座学教科指導
●教科指導
・指導計画 年間のシラバスによる教科計画に従って、問題なく進⾏した。2 学年、3 学年には新たに⼤半の科⽬
に選択授業を導⼊した。
・⼀般教養講座の⽇を設け、外部講師による授業を実施
・成績評価 座学教科、実技教科共に平常点およびテスト点を総合し、成績評価をしている。

2

③単位・卒業認定
学校の⽬的・⽬標及び養成する⼈材像を実現するために必要な卒業認定⽅針
（資格・免許等を含む修得させる職業能⼒を含む）を学科・コースごとに定
め、当⽅針に基づき卒業の認定をしていること。

前期と後期に座学試験・実技試験を実施。平常点（出席・態度）とテスト点（当⽇の試験点）を総合して成績評価
をしている。各科⽬の出席率と評定をもとに進級・卒業判定を実施。 2

卒業認定⽅針を踏まえ、学科・コースごとに職業能⼒を含む資質能⼒の修得
（資格・免許等の取得や知識・技術・技能の修得含む。）についての⽬標を定
め、その⽬標が達成できていること。

⽇々の授業・部活動における成果を発揮する場として、⽂化発表展と卒業感謝祭を開催。ステージを実現するため
のプロセスを体験させ、エンターテイナーとしての⼼構えや協調性を学ぶ機会を提供することができた。 2

⽣徒が望む進路の実現に関する⽬標を定め、その⽬標が達成できていること。
年度初めの個別⾯談、夏の三者⾯談等、また⽇頃の⽣徒とのコミュニケーションを通じて、卒業後の進路希望をこ
まめにヒアリングし、情報収集と進路指導を⾏ってきた。 2

Ⅱ．教育課程、教育の実施、学修成果

④学修成果⽬標の達成状況
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①⼊学者の受け⼊れ⽅針、⼊学選考基準、⽅法を定め、⼊学希望者に明⽰し、
⼊学者の選考を公正に⾏い、合否を決定していること。

⼊学者の受け⼊れ⽅針および⼊学選考基準・⽅法を明確に⽰し、募集要項や学校ホームページを通じて⼊学希望者
へ周知した。選考は、国語の筆記試験と⾯接試験と実技試験を実施し、いずれも定められた基準に基づいて判定し
た。担当教員間で事前に評価基準を確認・共有することで、公正性と⼀貫性を担保し、合否を適切に決定した。合
否結果については速やかに通知を⾏い、⼤きな問題もなく円滑に選考を終了した。

2

②⽣徒の受⼊れは、⼊学定員に基づき適正に⾏っていること。
今年度の⼊学希望者数は定員と概ね同程度であり、受け⼊れ⽅針に沿った募集が⾏えた。そのため、過度な競争は
なく受験⽣⼀⼈ひとりの技能および意欲を丁寧に評価することができた。 2

②⾃主的な学習の促進に対する⽀援
⽣徒の学⼒や学習状況を把握し、⼊学前教育や補習授業を⾏うなど学習⽀援に
取組んでいること。⽣徒の円滑な学習に向け、シラバスの活⽤による学習成果
の向上や⾃主的な学習に関する適切な⽀援を⾏っていること。

⼀般教養科⽬に加えて⾳楽、ダンス、演劇といったエンターテインメント教科が多く開講されており、⽣徒の多様
なニーズに広く対応している。試験は前期・後期の座学試験と実技試験を実施。パフォーマンス評価のみならず、
⽇々の出席率や授業態度など、⽣徒の学習成果を多⾯的に把握し評価している。⽣徒が⾃主的に学習計画を⽴てら
れるよう全教科のシラバスを作成。年間計画や評価⽅法を明⽰している。
また、「芸能実習制度」を設け、芸能に関する実習活動を「芸能実習単位」として認定している。これにより多く
の⽣徒が学業と芸能活動を両⽴させ、卒業要件単位を取得している。朝や放課後、⻑期休暇期間には教室利⽤を可
能とし、パフォーマンス練習や制作活動の場として活⽤。学習成果の向上に繋がっている。

3

③多様な⽣徒に対する⽀援
適切な体制を構築し、障がいのある⽣徒、海外からの留学⽣、社会⼈経験者な
ど、多様な⽣徒に対する⽀援を⾏っていること。

「教育的配慮が必要」と明記された診断書を提出した⽣徒に対し、合理的配慮を⾏っている。学校全体での⾒守り
や補習の配慮、授業中の配慮、校外学習の配慮など⽀援体制を整備している。補習は教職員への負担が集中しがち
であるため、⼯夫が必要である。

2

①カウンセラーの配置、相談室の設置など、⽣徒の相談に対応するための環境
整備を⾏い、適切に運営していること。

臨床⼼理⼠によるカウンセリングを予約することは可能だが、活⽤されていないことが課題。養護教諭もいないた
め、⽣徒の怪我や病気といった体調管理、メンタルケアまで全てを教職員が担っている。スクールカウンセラーや
養護教諭が中⼼となり、⽣徒が安⼼して相談できる体制の構築が不可⽋である。

1

②留年者、退学希望者など学習の継続に困難な問題を抱える⽣徒に対し適切な
対応を⾏っていること。

対象⽣徒に対しては、個別相談を実施し、留年や退学を防ぐための対応策を検討・提案している。また必要に応じ
て、補習授業や⽣活指導を⾏っている。退学を希望する⽣徒に対しては、無理な引き留めはせず、退学後の進路選
択を含め相談に応じている。

2

③学校保健安全法に基づく学校保健計画を策定し、⽣徒の⼼⾝の健康管理体制
を整備し、適切に運⽤していること。

定期健康診断や防災訓練を計画的に実施している。感染症流⾏期には校内の衛⽣管理や換気指導を⾏っている。ま
た⼀般教養の授業を活⽤し、臨床⼼理⼠による講演会を実施している。スクールカウンセラーや養護教諭がいない
ため、メンタル⾯での相談体制や、事故・怪我発⽣時の迅速な救護体制については整備が必要である。

1

④⽣徒の経済的側⾯に対する⽀援体制を整備し、適切に周知、運⽤しているこ
と。

本校独⾃での授業料減免等の制度はないが、国の「私⽴⾼等学校等就学⽀援⾦」や東京都の「私⽴⾼等学校等授業
料軽減助成⾦」、都以外の関東近県より案内があった奨学⾦制度については新⼊学ガイダンスや学内のメールシス
テムを⽤いて各家庭に周知し、⼿続きの取り纏めを事務局にて実施している。また、経済的理由により学納⾦の納
付等で保護者より相談があった場合には状況をヒアリングし、書⾯での届出をしてもらった上で必要に応じて分納
等対応している。

2

⑤⽣徒のキャリア⽀援、就職⽀援に対する⽀援体制を整備し、適切に周知、運
⽤していること。

ここ数年は卒業後に就職を希望する⽣徒がいないが、就職に関する情報の掲⽰に努めた。更に、働くことの意義、
税・社会保障の負担や過労死などの問題を、⼀般教養講座を通じて多⾓的に将来の仕事について考える機会を設け
るように努めた。

2

①教育課程を実施するのに必要な、資格・要件を備えた教員を確保するために
基準等（教員の採⽤基準等）を整備し、適正に運⽤していること。

「専修学校設置基準」第42条1号から5号の各号などを基本としつつ、本校の教育課程と⽣徒のニーズにあった授
業ができる基幹教員（専任職員）及び⾮常勤講師の採⽤と契約を⾏っている。専⾨科⽬については⾮常勤講師が実
施しているため、ある程度柔軟な採⽤を可能としつつ授業の質をより⾼いものとして保証できるよう注意していく
必要がある。

2

②教員の常勤・⾮常勤、年齢構成等、また教員⼀⼈当たりの授業時数等を把握
していること。また、教員の専⾨性、教授⼒を把握、評価していること。

教員の常勤・⾮常勤及び授業時数等は、⾏政からの各種学事調査回答にも⽤いるためデータとして纏め把握に努め
ている。教員の専⾨性については教務主導の採⽤⾯接や、採⽤時の履歴書及び教員資格に関わる書類（卒業証明書
及び教員免許状写し等）の事務局への提出により把握している。しかし、本校の専⾨科⽬の講師はエンターテイン
メント分野で多様に活動する者が多いため、その専⾨性や教授⼒の正確な把握と評価のために、活動実績・経歴書
(プロフィールシート)を提出させているが、今後はその内容をより実践的に充実したものを求めるようにつとめた
い。

2

①学校の⽬的に応じた分野の区分ごとに必要な教員組織を整備し、業務分担、
責任体制を規程等で定めていること。 校務分掌を作成し、分掌に沿った運営をしていけるように業務の引継ぎや連携を⾏っている。 2
②教員間で連携、協⼒体制を構築していること。

⽤務の分担や繁忙期のケアなど⾏っており、⽳が開きにくい運営を⾏っている。今後は校務分掌に沿った専⾨的業
務を共有する時間を捻出し、連携・協⼒体制をより深めたい。 2

③教員の資質向上
学校の教育活動の改善、⼯夫を⾏う FD(FacultyDevelopment)などの取組や、
教員の研究活動、⾃⼰啓発等への⽀援を⾏っていること。

東京都専修学校各種学校協会や私学財団のが主催する研修には然るべき教員が参加している。他、東京都中学校⾼
等専修学校進路指導協議会が主催する夏季研究協議会に参加、中学校進路指導研究会の研究発表にも参加してい
る。

2

Ⅳ．教育実施組織・教員

①教員の配置、募集、採⽤

②教員の組織編成等

Ⅲ．⽣徒の受⼊れ⽣徒⽀援

①⽣徒募集及び⼊学者の選抜、収容定員の
管理

④学校⽣活に関する⽀援
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①教育上の必要性に対応できる施設・設備、機械器具等を備えていること。

施設・設備、機械器具等は概ね備えられているが、経年劣化等による不具合や⽣徒数の増加に加え、カリキュラム
改⾰により多様化する⽣徒のニーズに対応しているため⼗分とはいえない。教務組織が主導し、可能な範囲で講師
からも意⾒等を聴取し、効率的な予算計画を策定して教育環境のより充実を図り、⽣徒数確保に繋げることができ
るように取り組む必要がある。

2

②⽣徒の学習⽀援のための施設(⾃習室等)を整備していること。また、⽣徒の
休憩、⾷事のためのスペースを確保していること。

放課後の実技系科⽬の練習スペースに加え、外部スポーツジムの利⽤契約を⾏い⽣徒のニーズに応えているが、座
学のスペースは確保できていない。⾷事のスペースは、今年度から⼀部教室を開放し、最⼩限の確保を⾏った。問
題点も予想されるが、屋外の敷地にテーブル席を配置するなどしてスペースを増やすことも⼀考の余地があるので
はないか。

2

③図書室を設置し、専攻分野の教育に必要な専⾨書及び参考図書を配架し、必
要に応じて⽣徒が閲覧できるようにしていること。

保健室と図書室を１室に配置しているが、蔵書管理が徹底されておらず、⽣徒の利⽤も殆どされていない。近隣の
都⽴図書館に、年度初めのオリエンテーションの⼀つとして利⽤⽅法の説明を受けに訪問している。校内スペース
の関係で蔵書を増やすことも困難なので、⽣徒の利⽤状況やニーズを調査し、図書借⽤だけでなく、⾃習スペース
も含め、充実している都⽴図書館に働き掛けて、本校⽣徒の有効利⽤の検討を進めてもよいのではないか。

1

①学校保健安全法に基づく学校安全計画を策定し、学校における安全対策を適
切に⾏っていること。

4⽉の授業開講前に避難訓練を実施している。また、「災害マニュアル」を⽣徒⽤、教職員・講師⽤と作成し、⽣
徒・保護者への配布や教職員への周知、各教室への常備を⾏っている。ただし、内容の⾒直しや詳細について検討
の余地があり、課題も多くあるといえる。

1

②⽕災の発⽣や防災に関する組織体制を整備し、適切に運営していること。
消防計画はあるが、そこに定める⽕災や防災に関する組織体制は現在の組織体制と⼀致していない部分がある。
よって、適切な対応ができるよう、現在の組織体制に合わせて⼤幅に修正・改訂を⾏う必要がある。 1

①施設・設備等の⽇常点検、定期点検、補修等を適切に⾏っていること。

各種法令に基づく施設・設備の定期点検・検査等は授業等教育活動への⽀障とならないよう年間⾏事と調整し適切
に実施している。
また、点検・検査等の結果報告で指摘等ある場合は、予算計画外であっても放置せず、できるだけ迅速に補修等の
対応している。

2

②施設の改築・改修、設備の更新等の計画を定め、適切に実施していること。

2004年4⽉から現校舎で教育活動を⾏い20年を越え、施設・設備ともに経年劣化等により、多くの設備更新・改修
などが必要となってきている。ここ数年間は⽔害対策として、屋上防⽔、外壁塗装等を3年計画で進めており、予
算確保できれば、次年度2026年度中に完了できる。
また、近隣に国分寺市庁舎が移転したこともあり、校舎前の歩道の往来がかなり増えてきている。従来から防犯カ
メラの設置は校舎内のみであったが、防犯⾯を強化するために校舎正⾯と駐⾞場２か所に３台増設し周辺の記録を
残すようにした。
今後は規模の⼤⼩を問わず、更に多くの重要事案を抱えることになる。そのため、法⼈本部と協働して中⻑期計画
を策定し、教育活動に⽀障を招かないように努めなければならない。

1

①当該専修学校が策定している中⻑期的計画に、教育⽬的、教育⽬標の実現に
向けた具体的な内容が位置付けられていること。

品格の教育・感動の教育・変⾰の教育という3つの運営理念のもと、⽣徒の多様なニーズに応えるべくカリキュラ
ムの策定と学校運営に努め、我が国のエンターテイメント業界を⽀える⼈材を輩出すべく今後の中⻑期的計画の⽴
案を進めてゆく。

2

②当該専修学校の教育活動を安定して遂⾏するために必要かつ⼗分な財務基盤
を確⽴していること

ここ数年、⼊学⽣徒数は増加しており⼊学⾦及び学納⾦収⼊等は安定した状況にある。しかし本校以外の設置校も
含めた設置法⼈全体としての財務基盤としてはいまだ不安定な状況である。また現状の財務状況もあり、第2号基
本⾦による積み⽴ては実施していない。現校舎が建築後20年経過していることもあり、校舎の各施設設備等に故
障が⽣じ始めているため、教育活動に影響が無いようにその修繕・改修または更新を⾏うためにも、それに備えた
中⻑期計画に基づいて円滑に執⾏できるよう、財務基盤の確⽴は重要な課題と⾔える。

1

②学校運営
①学校運営の組織体制を整備し、適切な運営が⾏われていること（職業教育に
関するマネジメント（教育の企画・設計・運営等）における責任体制を含
む。）

教務に関する事柄や、⽣徒指導に関することがらなど、教職員の分掌を定めて責任を明確化し、これに則り組織の
運営を⾏っている。 2

①当該専修学校の教育活動、学修成果、学校運営等の状況に関する情報を積極
的に公表していること。

本校の教育活動については学校案内パンフレットや学校ホームページ(https://ngk.nichigei.ac.jp/)において公開し
ており、学校運営等状況については上記ホームページの「情報公開」
(https://ngk.nichigei.ac.jp/topic/#information)において公表している。

2

②教育⽬的・⽬標の達成状況や活動状況について関連する教育機関、産業界等
をはじめ、社会全体からの理解を得るよう取組んでいること。

本年度8⽉に初めて「真夏の芸能オーディション」を開催した。芸能プロダクション・事務所の⽅に対して案内を
⾏い、芸能オーディションを実施した。本校に在籍する⽣徒が⽇々の学習で⾝に着けた専⾨的な職業知識・技術を
知ってもらえる機会となった。これにより、本校の教育⽬標である「エンターテインメント業界に要望されるプロ
フェッショナルの養成」について、エンターテインメント業界の⽅々に理解を得てもらう⼀つの機会とすることが
できた。

2

Ⅴ．教育環境

①教育環境の整備

②安全対策、防災組織

③施設・設備等の点検、改善等

Ⅵ．教育活動の基盤と改善・向上の取組

①中期事業計画と財務基盤

③社会からの理解と情報の公開
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